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我々はASTRO-H衛星搭載の軟X線撮像検出器 (SXI: Soft X-ray Imager)の開発を行ってきた。SXIでは、セ
ンサとして空乏層厚 200 µmを有する Pチャンネル裏面照射型CCDを採用することで 0.4–12 keVの広い帯域で
十分に高い量子効率を実現する。CCDの撮像領域面積は 31 mm× 31 mmであり、4素子を 2× 2のモザイク状
に並べることで 38′ × 38′の広い視野を確保する。
2015年 4月までに SXIの全てのコンポーネントの衛星への組み付けを完了し、その後、熱真空試験や機械環

境試験をはじめとする衛星総合試験に参加した。各試験において大きな問題は見つかっておらず、エネルギー分
解能をはじめ、これまでの単体試験と同等の性能が得られていることを確認した。また、並行して、衛星搭載前
に行った地上較正試験のデータ解析を行っており、打ち上げ後の観測に向けた準備を着々と進めているところで
ある。
本講演では、上で述べた地上試験の結果を報告する。さらに、間に合えば、軌道上での立ち上げオペレーショ

ンや、ファーストライト観測の結果についても報告したい。


